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彙
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実
畢
科
噺
入
畢
生

前
年
の
墨
翻
改
革
に
建
ふ
新
し
い
甑
難
と
し
て
本
年
四
月
一
重
、
史
學
科

に
本
科
生
六
＋
胤
名
（
内
專
門
學
校
卒
業
生
一
名
）
撰
耕
園
七
名
の
新
入
輪
生

療
｝
浬
へ
議
た
。
是
等
の
規
堕
生
は
眸
年
十
月
の
入
隙
㌘
生
伺
搬
直
ち
に
そ
の
專
双
科

B
を
決
定
し
て
、
弊
舜
時
鍔
策
と
し
て
の
一
年
陽
授
業
停
止
に
關
ナ
る
匙
置

確
定
に
驚
る
電
で
、
從
來
の
立
前
に
依
る
講
義
に
璃
弱
し
て
る
る
。
な
ほ
決

定
し
た
各
科
蘭
島
の
人
員
は
次
の
如
く
ご
あ
る
。

∫彦　∫泡　i～ti’　3｛ξ　1或1

1「f　sI経　言了：　IY二

～聾tl多～史史史

ほ
ヒ
ト

擁
壌

ゐ
ヘ
ト

擁
季

く
｝

擁
季

帽
N
L
一

瀦
沸

く
乳
ポ

擁
禾

三胤九六1・：一

　　　　一重
名名名名名

宮
嫡
激
授
の
鷹
召
入
隊

搬
科
玉
名

撰
科
隔
名

東
洋
史
箪
二
講
座
搬
任
の
宮
絡
教
授
は
過
般
名
磐
の
雁
召
を
受
け
て
、
勇

躍
砕
蝉
地
を
偶
漁
彊
、
O
月
O
H
掘
押
事
入
隊
せ
ら
れ
た
。
際
爽
に
先
立
っ
て
鐘
月

二
＋
二
巨
午
後
四
時
牛
か
ら
陳
列
館
貴
賓
室
。
史
學
科
教
官
の
批
行
會
を
催

し
て
、
問
教
授
を
中
心
に
、
西
叫
．
郷
波
・
中
村
。
梅
源
・
藤
・
国
村
。
村

川
艶
寸
の
諸
教
官
醗
h
席
、
食
事
を
亜
ハ
に
し
、
霞
た
千
・
道
肌
餓
筑
の
黙
曲
飛
に
な
ご
や

か
な
時
を
過
し
八
時
萌
に
散
脅
し
た
。
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國
史
研
究
室
近
況

　
児
殿
、
微
年
秋
季
に
行
は
れ
る
大
規
模
な
昆
學
鯨
骨
は
國
史
研
究
蜜
の
誰

籔
汎
な
”
∬
蹴
μ
の
｝
と
な
っ
て
み
た
が
、
愈
々
緊
繊
月
せ
る
晦
一
局
下
の
瀞
…
軸
歓
の
喉
F
旛
…

は
近
來
こ
の
形
式
を
鰍
鞘
籍
す
る
こ
と
を
論
円
さ
な
く
な
っ
た
微
刑
に
、
八
軍
年
度
は

大
和
に
於
け
る
画
度
の
古
代
文
化
遺
蹟
の
探
求
を
以
っ
て
代
へ
る
こ
と
に
な

っ
た
Q

　
十
一
月
二
十
六
H
（
二
一
）
　
に
は
飛
鳥
鋤
一
方
の
見
目
を
試
み
、
　
酉
田
螺
提
、

藤
助
乱
猟
檸
｛
、
宙
争
伏
け
兄
談
…
師
の
…
引
寧
の
甲
ト
に
緑
Ψ
生
、
“
鷹
雛
匹
等
約
二
十
名
は
、
先

づ
山
石
燥
山
古
同
一
（
騰
培
ハ
。
切
石
石
室
）
を
調
…
査
、
・
次
い
で
欽
明
天
皇
絢
…
醍
坂
A
H

陵
に
詣
り
、
檜
隈
墓
域
内
の
薬
石
を
瞥
見
し
、
鬼
㎞
…
、
鬼
甜
を
紐
て
、
天
武

天
息
。
持
統
天
皇
を
合
葬
し
取
・
る
七
隈
大
内
陵
を
弁
ナ
。
こ
わ
よ
リ
宮
蒲
池

古
墳
（
㈱
岡
塘
ハ
。
石
梢
）
弘
瀕
寺
（
川
原
寺
）
蛙
を
探
れ
て
蹴
地
謡
に
入
り
、
中
食
の

後
に
久
し
く
奈
良
帝
室
落
物
錆
に
訴
陳
さ
わ
て
る
た
太
子
紛
簿
（
傳
翫
佐
光

信
筆
）
、
H
羅
立
像
を
は
じ
め
幾
多
の
什
賓
を
拝
親
し
更
に
看
舞
塵
古
墳
（
上

…
貸
下
み
刀
墳
）
、
飛
鳥
大
佛
（
安
居
院
〉
を
巡
枕
し
て
、
蒲
け
馨
煎
る
頃
飛
鳥
國
焼

亡
校
庭
に
近
時
獲
見
さ
れ
た
宵
鐙
語
論
の
石
竸
の
槻
構
を
見
、
飛
鳥
坐
魚
脳

に
於
い
て
所
謂
飛
鳥
鍋
の
珍
昧
を
賞
し
て
、
故
京
の
文
化
を
語
り
、
臓
動
闘

近
い
媒
徒
の
行
を
批
ん
に
し
た
。

　
＋
二
月
＋
跨
（
1
1
）
に
は
藤
凛
東
よ
り
三
輪
に
か
け
て
見
學
を
行
っ
た
。

｝
四
…
醐
、
東
伏
見
、
柴
川
の
泌
甲
奴
肯
μ
の
指
導
の
下
に
先
づ
一
網
藥
師
鼻
サ
門
耽
に
到
っ

て
、
今
も
な
ほ
整
、
然
と
醗
置
さ
劇
て
る
る
引
目
伽
藍
の
礎
石
の
遣
織
…
に
天
馬

天
堂
櫛
創
建
の
規
撲
を
偲
び
、
藤
…
原
の
堂
口
邉
に
立
っ
て
は
三
塁
に
醜
象
れ
た

帝
都
の
構
惣
に
思
ひ
を
致
し
、
鴨
公
民
王
臣
校
に
小
憩
し
て
多
く
の
m
土
品

彙

報

を
縫
覧
し
た
。
そ
れ
よ
り
史
績
富
む
故
京
の
地
を
東
し
て
安
倍
の
文
珠
院
に

入
り
、
午
後
に
は
境
内
の
衷
西
古
墳
を
は
じ
め
艸
黙
等
蕪
麗
な
横
穴
麹
菌
室

を
尋
ね
て
聖
林
毒
に
十
一
構
掘
膏
を
罫
槻
、
そ
の
流
麗
な
乾
漆
像
に
話
し
て

法
悦
に
浸
っ
た
。
更
に
糧
井
を
纏
て
金
事
に
石
佛
を
晃
、
大
紳
紳
軟
に
欝
拝

伽
藤
宮
司
を
は
じ
難
輪
町
牽
だ
よ
岱
懇
篤
な
鷲
懸
を
う
け
て
夜
深
一
半

洛
旧
の
溌
…
に
就
・
い
た
。

　
年
改
っ
て
二
月
十
七
日
（
土
）
　
に
は
西
川
教
授
は
じ
め
研
究
室
職
員
ら
は

大
翔
［
丹
波
齋
晦
の
天
理
教
本
論
ゆ
を
訪
ね
、
中
山
管
長
の
｛
茶
内
に
よ
っ
て
㍊
餓
ρ

殿
、
敏
組
青
磁
を
…
巡
脈
…
、
敏
灘
我
儀
規
等
を
聴
い
た
。
論
い
を
　
同
紺
駅
尚
歌
n
砧
剛
に

於
い
て
多
加
ヰ
蒐
礁
小
樽
よ
る
準
重
臨
，
家
訓
、
古
老
口
輪
見
繍
叶
、
稿
…
本
一
巨
山
小
外
∵
災
等

秘
漢
洋
の
稀
規
害
の
展
示
を
受
け
、
殊
に
古
義
堂
文
庫
の
諸
書
を
閲
覧
し
得

た
こ
と
は
…
段
の
喜
び
C
あ
っ
た
。

　
叉
こ
の
頃
勤
勢
動
感
に
挺
身
す
る
國
史
專
攻
學
出
鷹
從
の
休
珂
を
利
堪
し

て
、
二
月
二
十
H
（
火
）
に
は
洛
西
御
室
仁
和
寺
に
記
し
、
多
く
の
貴
嬢
な
史

料
を
田
鶴
ロ
兄
、
三
拝
層
二
十
H
（
火
）
に
は
折
「
か
ら
陽
明
文
鋸
目
に
奉
n
展
・
丁
る
脈
肌
代
の

炭
翰
を
郵
濃
し
、
次
い
e
嵐
山
渡
月
橋
昨
な
る
壷
折
紳
顧
御
調
税
に
於
い
て

座
談
會
を
催
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，

西
洋
実
讃
欝
爾
例
麓

　
昭
和
十
九
年
度
都
十
罎
　
例
舟
日
。
十
二
月
七
肖
午
後
三
臨
か
ら
陳
列
舘
議
八
賓

察
に
て
二
等
、
原
教
授
、
鈴
木
、
井
上
．
胸
助
教
授
以
下
十
泥
名
禺
席
。

　
一
、
砿
騨
聖
一
戦
償
（
（
出
嘉
e
）
に
就
て
　
　
　
　
岡
鳥
誠
太
郎
氏

　
問
第
＋
一
渇
例
愈
。
昭
非
凡
＋
年
二
月
＋
七
疑
午
後
二
時
か
ら
酉
洋
史
研

第
撚
十
巻
第
…
…
號

七
九
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究
蜜
に
て
醐
催
Q
井
上
助
教
授
以
下
胤
名
出
席
。

　
一
、
脚
ー
マ
の
敷
幅
と
経
済
　
　
　
　
・

井
溝
艶
艶
氏

催

N

フ

ラ

ン

ク

三1…

び》

R
畠
n
購

國

に

就

い

て

鈴
本

成
高

氏

。問
鈴
木
助
数
授
以
…ド

第
m

l
u
J

例
倉
　o

八flj
名
出

席
　o

；
」

十
七
“
ノ1；

後

肩
牛
か
ら

雁

目
凹
室
に

て
1堀

二
郎
＋
還
財
例
會
　
逆
月
識
＋
一
1
1
竿
後
…
時
牛
か
ら
源
教
室
室
に
て
闘

催
排
水
助
教
撲
以
下
七
名
出
席
。

　
…
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
學
汲
の
ロ
シ
ア
史
掘
　
　
　
　
申
霞
　
治
…
氏

蓼
古
躍
激
調
達
況

一
、
小
林
助
手
肚
背
響
古
墨
談
話
會
　
小
林
助
手
が
鷹
召
を
受
け
て
入
齢
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
ぐ
、
一
月
十
猟
鋒
午
後
二
時
か
ら
考
古
學
教
室
に
於

い
て
そ
の
背
を
盛
ん
に
す
る
爲
に
臨
時
談
話
血
n
を
開
い
た
。
奪
す
る
も
の

常
の
小
林
助
手
を
は
じ
め
、
梅
療
舟
杁
綬
…
、
田
麟
μ
助
数
一
授
、
東
伏
見
・
村
田

爾
講
師
以
下
大
學
院
學
蛮
・
專
攻
止
埠
＋
鍛
名
ξ
、
各
自
静
ち
寄
り
の
茶

菓
を
喫
し
な
が
ら
、
聞
助
手
を
中
心
に
敷
談
に
時
を
過
し
て
薄
馨
散
血
目

し
た
。

二
、
及
川
副
手
の
急
逝
　
小
林
助
乎
の
入
團
後
数
室
の
庶
務
に
當
る
こ
と
に

欺
つ
た
u
剛
手
及
川
幸
君
夫
は
二
η
二
十
讐
”
急
逝
し
た
。
享
年
ご
十
八

歳
。
飛
は
京
都
府
の
人
、
及
川
就
夫
氏
の
長
男
と
し
て
大
正
七
年
四
月
出

血
、
京
都
第
ヨ
…
中
學
勝
犠
、
廣
島
｛
繭
等
師
範
學
校
丈
斜
を
緯
て
、
昭
和
十
五

年
四
月
十
温
疑
本
學
文
學
科
史
學
科
に
入
學
、
考
古
學
を
黙
攻
し
て
、
同

籔
蕪
十
巷
蕗
慌
號

八
○

十
七
年
九
月
濫
十
掻
口
擾
、
疹
な
る
虞
績
を
以
て
卒
業
、
生
蝋
き
大
學
院
に

入
墨
「
古
代
東
瓶
文
化
の
考
古
學
的
醗
究
」
を
轟
攻
の
題
n
と
し
て
研
究
に

っ
と
め
、
咋
年
十
月
か
ら
は
認
手
に
任
じ
て
み
た
。
こ
の
問
卒
業
後
間
も

な
く
京
篇
℃
鰐
寺
瞭
陶
露
濫
萱
臨
曲
時
調
一
査
の
轡
ハ
務
に
脳
…
綴
」
し
、
つ
い
e
十
八
年
・
流

月
か
ら
は
滋
賀
縣
史
蹟
調
査
の
事
務
を
依
囑
せ
ら
劇
、
な
ほ
今
井
撃
藷
の

“
本
學
術
載
興
會
醗
究
助
成
に
依
る
近
畿
地
方
澱
蹟
地
客
表
作
成
の
業
を

ち
助
け
な
ど
し
て
、
精
鋤
翼
に
通
り
、
貯
々
成
果
を
爆
・
げ
つ
緊
あ
り
、
引

い
て
將
議
殊
の
大
激
醸
が
…
期
待
さ
れ
て
る
た
。
さ
れ
ば
品
石
の
」
長
漸
…
は
曲
時
R
捌
下
の

痛
恨
呉
と
し
て
悼
蜜
劇
る
次
第
ご
あ
る
。
君
の
醗
薗
の
業
績
と
し
て
は
卒

業
論
文
翫
る
「
古
代
盧
瓶
文
化
の
一
側
樹
」
　
　
特
に
馬
棊
を
中
心
と
し
て

　
を
は
じ
め
搬
四
の
未
虎
稿
が
あ
る
が
、
本
誌
荊
號
に
粥
げ
た
紹
…
介
欄

の
一
文
が
縫
筆
と
な
っ
た
の
。
あ
っ
た
。
H
下
皇
霊
教
疑
の
手
ぐ
未
定
稿

の
灘
．
が
敷
議
照
せ
ら
れ
て
暦
て
、
そ
の
一
締
の
一
任
が
考
慮
せ
ら
れ
て
る
る
。
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會

報

　
　
　
史
墨
研
究
麓
籔
襲
足

　
蕪
て
一
般
掛
版
企
業
整
備
に
伴
ふ
露
置
と
し
て
手
纐
中
ご
あ
っ
た
霞
版
事

業
盤
た
る
本
愈
は
、
咋
年
十
一
月
二
十
九
臼
附
ξ
主
務
官
鷹
か
ら
鄭
等
等
誌

幽
版
壌
業
鱒
凹
た
る
朝
日
珂
が
あ
っ
慨
。
依
っ
て
直
ち
に
観
望
の
L
万
針
に
從
ふ
て

事
業
を
開
始
し
た
。
ち
な
み
に
本
會
の
m
版
會
員
番
號
は
笛
二
五
翫
九
〇
番

C
、
そ
の
藤
灘
熱
隙
獲
”
∬
の
噛
賞
詞
者
け
雛
四
田
敏
授
、
ま
た
編
睡
日
二
佐
脅
は
梅
原
敏

擬
ぐ
あ
る
コ

　
　
　
庶
務
働
㎜
計
三
極
委
貴
の
交
「
迭

　
｛
小
年
四
月
隠
回
委
昌
ハ
た
る
不
紬
倣
幹
雄
氏
が
一
身
上
の
都
A
獅
σ
蹴
耗
し
た
の
ξ

委
員
藤
源
利
一
郎
氏
に
後
任
を
依
臨
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
愈
員
動
離

　
　
◇
入
　
　
禽

東
満
総
省
延
吉
縣
龍
井
街
第
二
閣
斑
高
等
學
校
長

京
域
戚
中
開
南
山
町
一
丁
観
＝
鵬

廣
島
縣
立
新
庄
高
鯵
女
山
校
内

徳
島
縣
立
晦
波
中
幅
校
内

埼
玉
縣
立
姿
谷
中
雄
校
内

滋
賀
懸
立
八
頁
市
Φ
學
狡
訓
査
班
代
表

曾

報

小報板宮高岡
　　　　橋　　　　　林菅　東庄
　國　　鍮
敬　ff米四精
Fモ關民一郎一

冊
山
縣
立
師
範
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